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アモキシシリンカプセル２５０ｍｇ｢TCK｣の溶出試験

　辰巳化学株式会社
　　 第一研究所
   研究開発部

Ⅰ．溶出試験
アモキシシリンカプセル２５０ｍｇ｢TCK｣およびサ

ワシリンカプセルの溶出試験結果を Table 1 ～４、
Fig １～４に示した。
アモキシシリンカプセル２５０ｍｇ｢TCK｣ｐＨ１．２では
１０分で９０％以上、ｐＨ４.０およびｐＨ６．８では４５
分で９０％以上、水では４５分で８５％以上の平均溶出
率を示した。

Ⅱ．結果
アモキシシリンカプセル２５０ｍｇ｢TCK｣の溶出速度
は試験結果よりｐＨ１．２では１０分で９０％以上、ｐ
Ｈ４.０およびｐＨ６．８では４５分で９０％以上、水で
は４５分で８５％以上の平均溶出率を示した。これは
製剤特性によるものではなくアモキシシリンカプセル
２５０ｍｇ｢TCK｣の活性成分アモキシシリン水和物が
水に溶けにくいという溶解特性によるものであると
考えた。

　　Table 1

　　Table 2

　　Table 3

　　Table 4

ｐＨ１.２　　平均溶出率（％）

溶出時間(分) ５ １０ １５

アモキシシリンカプセル２５０ｍｇ｢TCK｣ ７７.１ ９４.２ ９３.２

標準製剤 ８５.５ ９１.７ ９０.４

ｐＨ４.０　　平均溶出率（％）

溶出時間(分) ５ １０ １５ ３０ ４５ ６０ ９０

アモキシシリンカプセル２５０ｍｇ｢TCK｣ ４９.３ ６４.８ ７２.６ ８４.６ ９０.９ ９２.６ ９３.１

標準製剤 ５７.３ ７０.３ ７５.４ ８４.５ ８８.３ ９１.１ ９１.９

ｐＨ６.８　　平均溶出率（％）

溶出時間(分) ５ １０ １５ ３０ ４５ ６０ ９０

アモキシシリンカプセル２５０ｍｇ｢TCK｣ ５５.９ ６８.７ ７６.１ ８８.１ ９２.０ ９２.０ ９２.１

標準製剤 ５７.１ ７１.７ ７８.２ ８９.４ ９３.０ ９４.８ ９５.８

水　　平均溶出率（％）

溶出時間(分) ５ １０ １５ ３０ ４５ ６０ ９０

アモキシシリンカプセル２５０ｍｇ｢TCK｣ ４２.７ ５８.７ ６５.８ ７９.５ ８６.１ ９０.４ ９２.３

標準製剤 ５６.０ ７１.３ ７８.７ ８７.５ ９１.１ ９２.８ ９３.６
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　　Fig 1 　　Fig 2

　　Fig 3 　　Fig 4
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